
■第４０６回食品安全委員会 

 

日時：平成２３年１１月１０日（木）１４：００～１５：０１ 

傍聴者：１０名 

 

議事概要： 

（１）食品安全基本法第２４条の規定に基づく委員会の意見の聴取に関するリスク管理機関から

の説明について 

（ア）遺伝子組換え食品等 

１）ＢＲ１５１（ｐＵＭＱ１）株を利用して生産された４－α－グルカノトランスフェラーゼ 

・厚生労働省から説明。 

・本件については、遺伝子組換え食品等専門調査会において審議することとなった。 

＊デンプンから糖質を生産するために使用される食品添加物です。 

 

（２）農薬専門調査会における審議結果について 

１）「ジメタメトリン」に関する審議結果の報告と意見・情報の募集について 

・担当委員の廣瀬委員及び事務局から説明。 

・評価書（案）について、意見・情報の募集手続に入ることが了承された。 

＊除草剤で、水稲に使用し、魚介類への残留基準の設定要請がされています。ポジティブリスト

制度導入に伴う残留基準（いわゆる暫定基準）が設定されています。 

 

（３）遺伝子組換え食品等専門調査会における審議結果について 

１）「ＢＲ１５１（ｐＵＡＱ２）株を利用して生産された６－α－グルカノトランスフェラーゼ」

に関する審議結果の報告と意見・情報の募集について 

２）「高オレイン酸含有ダイズＤＰ－３０５４２３－１と除草剤グリホサート耐性ダイズＭＯＮ

－０４０３２－６を掛け合わせた品種」に関する審議結果の報告と意見・情報の募集について 

・担当委員の長尾委員及び事務局から説明。 

・本２件の評価書（案）について、意見・情報の募集手続に入るこ 

とが了承された。 

＊１）デンプンから糖質を生産するために使用される食品添加物です。 

＊２）安全性の評価が終了しているダイズ２品種を交配によって掛け合わせた品種です。 

 

（４）食品安全基本法第２４条の規定に基づく委員会の意見について 

１）農薬「サフルフェナシル」に係る食品健康影響評価について 

・「サフルフェナシルの一日摂取許容量（ＡＤＩ）を０．００９ｍｇ／ｋｇ体重／日と設定する。」

との審議結果が了承され、リスク管理機関(厚生労働省)へ通知することとなった。 

＊除草剤で、日本国内での農薬登録はありません。今回、穀類、豆類、ぶどう、かんきつ類、仁

果類、ナッツ類、畜産物等へのインポートトレランス（国外で使用される農薬等に係る残留基準）

申請がされています。 

 

（５）平成２３年度食品安全確保総合調査対象課題（案）について 

・廣瀬委員及び事務局から説明。 

・平成２３年度食品安全確保総合調査の追加対象課題が案のとおり決定された。 

 

（６）食品安全関係情報（１０月７日～１０月２１日収集分）について 

・事務局から説明。 

 


